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南すおう地域における 
大豆の生産拡大 

柳井農林事務所農業部 

南すおう地域の大豆生産拡大と問題点 

平成23～29年度 
国営緊急農地再編整備事業 
（約450ha） 

大豆の生産拡大 
を各地区で合意 

乾燥調製施設の導入 
（ＪＡ南すおう） 

大豆コンバイン導入支援 
収穫作業の受委託調整
（土地利用協） 
 

しかし生産拡大には 
大きな問題が！ 
 

①単収が停滞している。 
②更なる面積拡大が必要 

解決が求められている！ 
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機械連携を中心
とした生産体制
の整備 

集落営農法人の設
立と大豆の導入支
援 

現場における大豆
栽培技術の向上、
定着 

大豆の 

生産拡大 ＝ 面積拡大 × 単収向上 

需要のある品目としての （Ｈ26目標 大豆１９２ ｔ） 

成果をあげるために２つの課題を設定 

成
果 

問
題 

課
題 

面積拡大にかんする課題を解決する。 
 （新規法人への大豆導入支援と体制整備） 
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国営事業を契機とした農地集積と法人設立 

Ｈ25面工事 
Ｈ26以降面工事 
暗渠工事 

Ｈ25．新規３法人設立（計28ha） 
営農計画の作成支援 

３法人の大豆栽培面積 

0 ha → 14.2 ha 

柳井 

田布施 

平生 

上関 

周防大島 

国営緊急農地再編整備事業 
（Ｈ23～29） 

土地利用協を再編・強化して 
面積拡大に対応する 

①産地育成 
②大豆・タマネギ機械の導入 
③栽培技術向上対策(講習会等) 
④作業受委託・共同利用機械調整 
⑤販売方法・計画出荷の検討 

 再編後の体制 

取り組み内容 

大豆部会、小麦部会、野菜部会 

部会 

構成員 

農業法人＋関係機関
（事務局ＪＡ） 

一定規模以上の個人農業者も部

会への参加を可能とする。 

部会ごとに取組みを行う。 

大豆コンバインの配備
計画から受委託調整ま
で一体的に協議。 

＋個人農業者 

＊南すおう地域土地利用型作物生産組織連絡協議会の略称 

再編のポイント 
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単収向上にかんする課題を解決する。 

 （現場における栽培技術の向上、定着） 
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南すおう地域の単収の現状 

96 kg / 10a 
by 12生産者 
（柳井管内：8法人+ 1 個人） 

現状（Ｈ25） 

誰を対象に、どうやって 
向上させるか？ 
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グループＢ（管内３法人） 

戦略の策定 セグメンテーション 

過去の単収から法人をグループ化する 

200 kg 以下 

150 kg 以下 

グループＣ（管内２法人） 

グループＡ 
（管内３法人＋新規３法人） 

グループ 
（６年間の平均単収） 

柳井管内の法人数 
※参考：グループの単収

平均値 

Ａ 
（100 kg / 10a 以下） 

６ 
（新規設立含む） 

71 kg / 10a 

Ｂ 
（150 kg / 10a 以下） 

３ 111 kg / 10a 

Ｃ 
（200 kg / 10a 以下）  

２ 172 kg / 10a 

※なお、今年度の管内の大豆生産者はすべて法人である。 

過去の単収から法人をグループ化する 
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戦略の策定 ターゲティング＆ポジショニング 

生産者にとって単収向上に取り組むメリット 
・収入の増加 
・畑作技術の獲得（小麦、野菜にも応用可能） 
・地域の信頼や自信の獲得 

グループＡ(新規含
む)、グループＢ 

・大豆が経営の主体だが、収量が低
い。 

 

・栽培経験が浅く技術力が欲しい。 
 

・今後、農地集積を進めるためにも、
実績がほしい。 

ターゲットは？ 

・平均単収 ＋ 50 kg以上を確
保できる技術を提供。 

 
 

・設備投資を必要としない。作
業精度の向上を重視。 

 

・対象者が少ないため、現地で
の直接指導を行う。 

普及指導活動 

該当するのは？ 

ターゲットと活動方針を定める 

出芽不良 
苗立ち不足 

戦術の立案 ４Ｐ 

現場で低収量の原因をみつける 

グループＡの法人の特徴 



7 

雑草害 

戦術の立案 ４Ｐ 

グループＡの法人の特徴 

生育期間中の湿害 
苗立ち数の不安定 

グループＢの法人の特徴 

戦術の立案 ４Ｐ 
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観察結果を整理して対策を考える 

150 kg / 10a 以下 

・出芽不良、苗立ち数不足 
・雑草の出現 

・苗立ち数の不安定 
・苗立ち後の湿害 

100 kg / 10a 以下 

播種前後の雨 

＋排水対策未実施 
＋播種の精度不足 

＋排水対策不徹底 
＋機械の準備不足 

梅雨の回避 圃場と機械の準備 

戦術の立案 ４Ｐ 

原
因 

結
果 

対
策 

播種期の雨
への対応が
重要 

テーマ 梅雨の回避 圃場と機械の準備 

対象 
グループＡ（新規含む） 

６法人 
グループＢ 

３法人 

目標 

播種精度を高めて苗立ち
を確保する！ 
150 kg / 10a 

排水対策を行って適切
に播種する！ 
200 kg / 10a 

必要な技術 

・最低限の排水対策 
・７月中旬播種 
・密植（３条播き） 
・現場での機械調整 

・明渠と落水口の連結 
・明渠と畝間の連結 
・機械の事前準備 
（播種機の調整など） 

指導方法 
活動対象が少ないため、 
現地での直接指導を最重視 

戦術の立案 ４Ｐ 

活動計画として組立てる 
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計画を実行する①（計画の説明と合意） 

土地利用協主催の講習会で
生産者全体に説明 

南すおう地域 
大豆増収戦略 

法人 

農林 ＪＡ 

農林 ＪＡ 

個別面談を実施 
法人の現状に合わせた計画の協議。 

農林 

計画の調整・合意 

計画を実行する②（栽培暦の作成） 

グループＡ用 ＆ 
通常版の２種類 

排水対策 梅雨明け 
３条播き 
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計画を実行する④（現地指導） 

額縁明渠の設置 
（グループＡ） 

梅雨明け３条播種 
（グループＡ） 
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播種機の調整 
（グループＢ） 

排水対策の徹底 
（グループＢ） 

その他（生育期間中の活動） 
現地巡回（月１回） 
栽培講習会の開催 
現地講習会の開催 
栽培管理情報の作成・配布 
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グループＡ 
６法人のうち５法人が梅雨明け播種を実行
した。 

その結果 

グループＢ 
３法人のうち２法人が播種前に排水対策と
機械調整を行って適期播種を実行した。 

 
 

結果と成果 

南すおう 
地域における 

大豆の生産拡大は達成されたか？ 
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グループ 
（目標） 

Ｈ25 単収 
kg / 10a 

Ｈ26 単収 
kg / 10a 

目標対比 
％ 

取組み 

1 

Ａ 
（150kg） 

46 104 69 播種×、排水対策× 

2 83 143 95 〇 

3 65 121 81 〇 

4 

（新規設立） 

179 119 〇 

5 111 74 〇 

6 27 18 排水対策× 

7 

Ｂ 
（200kg） 

89 109 54 〇 

8 135 158 79 〇 

9 140 62 31 排水対策× 

指導内容を実行した法人では 
単収が向上した 

96 kg （/10a、Ｈ25） 

 

119 kg 

グループＡ 

55 kg → 114 kg / 10a （207％） 

グループＢ 

125 kg → 109 kg / 10a （87％） 

南すおう地域の単収 

南すおう地域の単収が向上した 

うち、活動対象法人の単収 
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Ｈ26産 105 ｔ ← Ｈ25産 66 ｔ 

＝ 
単収向上

1.2 倍 

生産拡大
1.5倍 

89ha、14法人 
← 68 ha、11 法人 

119 kg /10a 
← 96 kg / 10a 

面積拡大
1.3 倍  

× 

これらの活動の結果、面積と単収が向
上して大豆の生産が拡大した。 

※目標の１９２ t には届かなかった（目標比55%）。 

残された課題 

なぜ目標に届かなかったのか？ 

特に単収向上について 
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グループ 
（目標） 

Ｈ25 単収 
kg / 10a 

Ｈ26 単収 
kg / 10a 

目標対比 
％ 

取組み 

1 

Ａ 
（150kg） 

46 104 69 播種×、排水対策× 

2 83 143 95 〇 

3 65 121 81 〇 

4 

（新規設立） 

179 119 〇 

5 111 74 〇 

6 27 18 排水対策× 

7 

Ｂ 
（200kg） 

89 109 54 〇 

8 135 158 79 〇 

9 140 62 31 排水対策× 

①指導内容を実行しても目標に届かない。 
②そもそも実行しない。 何か別の原因がある。 
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180 kg 

109 kg 

7作 

法人no.7における大豆単収の推移 

この法人では７年間、大豆作付圃場がほぼ固定化。 
作付体系は大豆－水稲か大豆－小麦 

①目標に届かない原因を考える。 

大豆の作付回数増加に伴う単収の低下 
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①目標に届かない原因を考える。 

開花後の乾燥による減収 

つまり、生育中期の乾燥や作付頻度の増加
にともなう単収低下が要因 

単収向上よりも営農計画をまず支援 

言ってることは分かるけど、 
 

・ウチでは誰がどうやるのか、はっ
きりしないんだよね。 

 

・作付面積が大きいし、取り組む余
裕はないね。 

法人の心の声 

②指導内容を実行しない原因を考える。 
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目標の達成に向けた指導内容の改善 

①実行しても目標に届かなかった法人 

②指導内容を実行しなかった法人 

土壌改良や窒素施肥など作付け頻度増
加への対応 
灌水など生育中期の管理技術の向上 

作業体制の確立や経営全体から見た作付
計画作成などの支援 

大豆の 
生産拡大 ＝ 面積拡大 × 単収向上 

需要のある品目の生産強化（中項目） 

（Ｈ27目標 大豆 369 ｔ） 

 
需要に即した品目の生産拡大 

農地の集積 × 農地への大豆作付 

Ｈ27年の普及指導計画 

作業体制の確立
や経営全体から
見た作付計画作
成などの支援 

作付け頻度増加
への対応 
生育中期の管理
技術の向上 

集落営農法人の
設立 


